


ェべ�だぱ病児保茨室よ現況
（2020年度のまとめ）

1,286人年度末登録者数

5.0人/日平均利用者数

1,212人年間利用者数

243日保育日数

　昨年度（2020年４月～2021年３月）の利用状況のまとめで
す。例年と同様に多くの方にご利用いただきました・・と言いた
いところですが、そうではありませんでした。
　2001年の開設から、年々利用者が増加。現在の園舎を建設した
４年目に1,000人台になり、上越市の病児保育事業を受託した翌
年の2010年度には2,000人台に。2013年度からは3,000人台。と
うとう一昨年度（2019年度）は4,000人を突破。全国集計でも最
大級の大規模施設でした。
　ところが昨年度（2020年度）は、1,212人（一日あたり5.0人）
に激減。なんと開設４～５年目のレベルになってしまいました。
その原因は新型コロナウイルス感染症の影響です。
　図２に月別の比較をしてみました。それまでの５か年の平均と
比べると、４月からの全ての月で過去５か年を下回っているのが
分かります。
　といっても、新型コロナの感染者が発生したわけではありませ
ん。当地では大きな流行も起きていません。原因は、小児の各種
感染症が全般に落ち着いていたからです。実際に小児科外来を受
診する子どもたちの人数もそうとう減少しています。手足口病、
ヘルパンギーナといった夏かぜは流行なし。インフルエンザの発
生は皆無。感染性胃腸炎の発生もごくわずか。
　新型コロナ対策として行っているマスク、手洗いなどの個人的
衛生管理が、子どもたちの間でも十分に行き届いているからで
しょう。また、少しでも風邪気味だと園や学校を休ませることが
多くなり、その結果、風邪などの感染症の集団発生も少なくなっ
ているに違いありません。
　子どもたちの健康状態が良かったということが、病児保育室利
用の大幅減少につながりました。小児科医としてとても良いこと
であり、歓迎すべきことです。
　一方で、多くの利用者があることを見こんで十数人の専任保育
士を雇用していますが、人員整理することはしていません。いず
れ新型コロナが落ち着き、以前と同じ社会状況になれば、病児保
育もまた以前と同じ程度に必要とされると考えているためです。
また、保育士の雇用を守ることは、経営者としての責務であると
も考えているからです。それに、経営者として胃を痛めながら毎
日を過ごしたという面もあります。
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　病児保育室の経営難が表面化したのは、委託費の算出方法がか
らんでいます。上越市の病児保育事業を受託していることによ
り、当室の収入のほぼ全ては市からの委託費です。国の事業でも
あり、国、県、市が1/3ずつ負担していますが、その額はほぼ利
用者数に応じて決まってきます。いわば「出来高払い」。それま
での年間4,000人台の利用料から、昨年度は一挙に1/4ほどの額に
減ることになってしました。これでは保育士の雇用を守ることが
できません。
　こんな事情はおそらく全国全ての病児保育室でおきていまし
た。全国病児保育協議会という全国組織が国（厚労省）と交渉し
た結果、前年度と同じ利用があったとみなして補助額を算定して
かまわないという方針が示されました。上越市はさっそく委託要
項を変更し、「満額」支給を決定してくれました。昨年７月のこ
とです。これで当室の存続は可能になりました。市の迅速な対応
には感謝しています。
　しかし、この「出来高払い」の方式が続く限り、病児保育室の
運営が不安定であることに変わりはありません。国は新しい方式
に変更すれば解決するのですが、新年度も多少の変更はあります
が、基本的には同じルールで補助することなっています。
　この点については、上越市と十分な意見交換をしてきました
が、市から「定額制での委託」という方針が示されました。事業
を委託している側として、受託側が安定して運営できるようにす
るのが市の責務だというお話をいただきました。具体的には定員
（25名）をまかなう保育士などの人件費を委託費とするというこ
とです。すでに市議会で予算が可決され、今年度以降も当室の体
制をそのまま維持できることになりました。ありがたいことで
す。
　今後新型コロナの影響がどうなるかを見通すことができません
が、終息後にあっても、わたぼうし病児保育室が今の保育士らと
ともに存続できているはずです。子育て家庭においての、いざと
言う時にセーフティーネットであり続けることができます。引き
続き、力強く子育て支援をし続けることができることは、私たち
にとってもとても嬉しいことです。改めて、制度の改善にご努力
いただいた上越市に感謝いたします。

実は重大な経営危機に・・それを救ってくれたのは？


